
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「ありがとう」の言葉で笑顔あふれる学校地域をめざして 校長 土屋 貴俊 

  

 子供たちからいろいろな場面で「ありがとう」の言葉をたくさん聞くことができます。

例えば、○授業の終わりに○修学旅行等でバスから降りる際に○休み時間運動場で転がっ

てきたボールを返して○授業中前の席の友達からプリントをもらって○友達が落とした消

しゴムを拾って○横断歩道で自動車が止まって○下校時の見守りボランティアさんに等、

学校では友達にも教職員にも「ありがとう」が言える子供たちです。地域やご家庭ではど

うでしょうか。 

 「ありがとう」の反対の言葉は「あたり前」です。「ありがとう」を漢字で書くと「有

難う」になります。「有る」ことが「難しい」、つまり、「滅多にない」「珍しくて貴重

だ」という意味だそうです。だから「有難う」の反対は「あたり前」になるということで

す。「～さんの仕事だから～さんがやってあたり前」とか、「お金を払っていることだか

ら～してもらってあたり前」などと考えず、もう一度日常のあたり前をふり返り、しても

らっていることに感謝の思いがもてると優しい社会につながるのではないかと思います。 

 また、「ありがとう」は、何気ない言葉ですが、言われるとうれしくなる人が多いのでは

ないでしょうか。それは、感謝の思いを伝えることで、相手のしていること（仕事）を認

め自分が喜んでいる気持ちを表すことができます。言われた側は、他者に役立っているこ

とを実感（自己有用感）し、自己肯定感も高まっていきます。自分では「これで十分なの

かな」「満足してもらえているかな」と不安に感じていたことも、言葉にして伝えてもら

うことで自信につながり、安心にもつながります。本校の学校教育目標「ともに高め合う 

きららの子」のとおり、「ありがとう」の一言で輝く笑顔になり互いの気持ちを高め合う

ことにもつながります。自分から積極的に学校でも地域でも「ありがとう」を伝えていけ

る子供に育ってほしいと願っています。ご家庭や地域においてもご協力をお願いします。 
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※スペースの関係で一部省略し、ひらがなで書いた文字を漢字に変換させてもらっています。 

1 年生の金井菜穂さんの書いた「ありがとう」の手紙を紹介します。私たちの安心安全な

生活につながっている「狩野川放水路」について感謝の言葉を綴っています。 


